
寄り添いからつながりへ

報 告 書

この事業は、「公益財団法人ひょうご震災記念21世紀研究機構」と

「ひょうご安全の日推進県民会議」の助成を受けて実施しました。

日 時： 2013年2月2日（土）

場 所 ：
第1・2部
第3部

兵庫県公館
ホテル パレス神戸

主 催： CODE海外災害援助市民センター・兵庫県
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開催当日、兵庫県公館では「１．１７防災未来賞『ぼうさい甲子園』受賞校の取り組み（平成

24 年度）」および「兵庫県義援金プロジェクト報告」の展示も併せて行いました。 

主催 CODE 海外災害援助市民センター・兵庫県 

《アフガニスタン》ルトフ・ラフマン（NGO「SADO」） 

《中国・四川省》彭廷国（北川県光明村医師） 

《ハイチ》ジャン・クロード・レフェルブ（NGO「GEDDH」） 



1995年1月17日に発生した阪神・淡路大震災で、KOBE（阪神・淡路大震災のすべての被

災地を指します）は世界70余りの国々から支援を受けました。その後「困ったときはお互い

様」の想いから、世界各地の災害を支援しようと市民による救援活動が活発化してきました。

KOBEの経験と知見を活かし、幅広い智恵や能力をもつ企業、行政、国際機関、研究機関、

NGOなどを含めた市民の集まる場として2002年1月17日にNPO法人として発足したのが

CODE海外災害援助市民センターです。

CODEは前身となる阪神大震災地元NGO救援連絡会議の時期も含め、これまで51回の救援

活動を行ってきました。｢最後のひとりまで｣の理念を胸に、｢寄り添いからつながりへ」人間

復興となる救援を実践しています。

CODEとは？

特定非営利活動法人 CODE海外災害援助市民センター
〒652-0801 神戸市兵庫区中道通2-1-10

TEL：078-578-7744 FAX：078-574-0702
E-mail：info@code-jp.org Web： www.code-jp.org

ここに【図１】「CODEとは」 の中の
「CODEのこころ」を入れる。
（PDFの右上２／３くらいの部分）
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